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（３）事業終了後の展開 

   本事業を通じて、市町村との協働が促進されたほか、流域のＮＰＯによる「元荒川と中・綾・芝ネットワー

ク」が設立された。１９年度も水環境課と協働で「綾瀬川ワースト１脱却とことん大作戦」に取り組んでいる。 

 

 

【彩の国コミュニティシネマ普及・促進事業】平成１８年度 

（１）実施主体  （特）市民シアター・エフ／産業労働部新産業育成課 

（２）事業の内容 （委託料 ２，３０３，１５８円） 

 新たにＮＰＯと連携して地域上映を進めている羽生市と秩父市の２つの地域おいて、今回の委託事業を通し

て開催のノウハウや上映団体の育成とネットワークづくりを行った。 

   ・羽生市、秩父市における上映会 計８００名参加 ※いずれも、市町村や商工会議所等による後援多数 

   ・彩の国さいたま芸術劇場におけるネットワークづくり 計１４団体参加 

（３）事業終了後の展開 

   ２市の上映会を通じて、ＮＰＯ・商店街・行政の連携が生まれ、ＮＰＯが地域と協働で行う活動の基盤とな

った。また、映画団体のネットワークができたことで、定期的な交流や上映作品の共有化につながっている。 

 

 

【とよあしはらプロジェクト】平成１７年度 

（１）実施主体  （特）とよあしはら／環境部みどり自然課 

（２）事業の内容 （委託料 ２，９８２，０００円） 

間伐材、竹、木炭などの天然素材でビオトープ浮島を作り湖沼に設置して、水質の浄化及び水辺の自然再生

を行った。実施の際は地元の市民団体や小中学校などの教育機関に働きかけ市民参加型の事業として実施した。 

   ・伊佐沼（川越市） ほか４ヶ所  ※いずれも市町村、他のＮＰＯ法人などと協働して実施 

（３）事業終了後の展開 

    本事業実施後、幸手の市民団体を窓口にコスモ石油から事業に対する理解が得られ、協力いただけるよう

になった。１８年度には、さいたま市の助成金により、見沼氷川公園にて、さいたま市の環境団体、芝原小

学校ＰＴＡと協働事業が実施されたほか、県内市町村との協働が広がっている。 

 

 

【森と県民を結ぶ「埼玉の木の銀行構想」プラットフォーム形成調査】平成１７年度 

（１）実施主体  （特）木の家だいすきの会／農林部木材利用推進室 

（２）事業の内容 （委託料 ２，６８５，９００円） 

   「埼玉の木の銀行（仮称）」構想による「伐り旬の木の家」づくりのモデルを構築し、具体化に向けた推進

組織となるプラットフォーム形成の土壌づくりを行うために「伐り旬の木の家」づくりのモデル試行、ニーズ

調査、実施に向けた課題の整理を行った。 

（３）事業終了後の展開 

この調査に関連して、「伐採見学会＆木の家セミナー」などの事業を県、市町村、他のＮＰＯと協働で実施

することとなり、「木の家づくり」に関する活動が広がった。 




